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１．中国における近代国家建設の特徴

近代国家のモデルは西洋で生まれたが、

歴史や地理などの前提条件が異なる西洋

と中国では、その建設のあり方は同じで

はあり得ない。その異同を明らかにする

とともに、中国における国家や政治の特

徴の解明にもつなげたい。

２．中国農村の政治

中国は多くの国民が農村出身者であり、

農村の理解なくして中国の特徴を解明す

ることはできない。具体的には、農村に

おける近代国家組織の動態、村長直接選

挙、あるいは貧困など農村社会問題全般、

に関心を持っている。

３．中国知識人の政治論

とくに、1990年代末から行われた「自

由主義」対「新左派」の論争、自由主義

や民主主義、市民社会論、あるいはポス

トモダニズムなど、西洋で生まれた思想

や理論の政治的側面を、中国の知識人が

どのように理解し論じているかを明らか

にし、そこから中国政治の特徴の解明に

つなげたい。また儒学など伝統的な思想

にも目を配る。

４．中国政治の動向の現状分析

とりわけ習近平政権の成立以降、新し

い動向が生まれており、それらに対する

理解を進める必要がある。

（１）1980年代以来の制度化の動向。習

近平は江沢民・胡錦涛と比較して権力の

集中を行った。また2期10年とされてきた

任期を超えて継続する可能性も取り沙汰

されている。これらがこれまで行われて

きた制度化を破壊しているのか否かを検

討する。

（２）反腐敗運動。習近平政権の国内政

策で最も顕著なのが「反腐敗闘争」であ

る。習近平への権力集中にも貢献したと

されるこの政策について総合的な検討を

行う。

（３）外交と日中関係。習近平政権成立

直前に行われた尖閣諸島国有化以降顕著

に悪化した日中関係は回復傾向にあるが、

その動向を把握する。また習近平政権下

で対外的な積極姿勢が目立つようになり、

さらに米国との関係が重大問題化してお

り、その動向を把握する。

５．授業との関連

これらの研究成果は、アジア政治外交

史や国際政治学の授業内容と直接関連す

る。
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